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～ 70歳から74歳の方の窓口負担見直しについて ～
●見直しの趣旨
　70歳から74歳で一定の所得がある方以外は、窓口負担は法律上2割となっています
が、これまでは特例措置で1割負担とされていました。
　平成26年度から、より公平な仕組みとするため、この特
例措置が見直されることとなりました。
　見直しにあたっては、高齢の方の生活に大きな影響が生じ
ることのないよう、平成26年4月2日以降70歳の誕生日を迎
える方から段階的に実施されることとなりました。

●見直し内容

医療機関を受診する時には、かならず保険証と
高齢受給者証を一緒に提示してください。

平成26年4月2日以
降に70歳の誕生日
を迎える方

（誕生日が昭和19
年4月2日以降の方）

①69歳まで医療機関での窓口負担が3割の方は、70歳の誕生
日の翌月（1日が誕生日の方は誕生日の月から）の診療分か
ら2割になります。
　例えば、平成26年4月2日～5月1日に70歳の誕生日を迎え
る方は、5月の診療から2割になります。

②窓口負担には毎月の負担上限額が定められていますが、70
歳から2割負担となる方は、69歳までと比べて上限額が下が
ります。

③平成26年4月2日以降に70歳の誕生日を迎える方でも、一定
の所得がある方はこれまでどおり窓口負担は3割です。

平成26年4月1日ま
でに70歳の誕生日
を迎えた方

（誕生日が昭和19
年4月1日までの方）

①すでに70歳になっていて医療機関の窓口負担1割で受診して
いる方は、平成26年4月以降も1割のまま変わりません。

　窓口負担の毎月の負担上限額も変わりません。

②昭和19年3月2日～4月1日生まれの方は、平成26年3月の診
療は3割負担ですが、4月の診療分から1割負担になります。

③平成26年4月1日までに70歳の誕生日を迎えた方でも、一定
の所得がある方はこれまでどおり窓口負担は3割です。


